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Copyright Mediva Inc. All Right Reserved.

第1強調色

第2強調色

第3強調色

補色

補色

+2

+1

-1

-2

0

-3

+2

+1

-1

-2

0

-3

2

自己紹介

小松 大介

1972年 神奈川県藤沢市出身

1997年 東京大学大学院修士課程修了
（総合文化研究科広域科学専攻）

1997年～ 2000年

マッキンゼー・アンド・カンパニー  

2000年～ (株)メディヴァ 創業、取締役就任
・医療機関向けの経営コンサルティング

・同善会含む複数の医療法人を経営／運営
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会社概要

設立

資本金

代表取締役

2000年6月

1億5,800万円

取締役

大石佳能子

小松大介、岩崎克治、白根真
亀田隆明、亀田信介、亀田省吾
（亀田メディカルセンター）
植村仁（東急不動産）

事業内容

• 病院コンサルティング
• クリニックコンサルティング
• 介護施設コンサルティング
• ヘルスケア関連企業コンサルティング
• 自治体、健保組合コンサルティング

所在地

従業員数

HP

本社   東京都世田谷区用賀2-32-18-301
九州支店  福岡県福岡市博多区博多駅中央街8番1号 JRJP博多ビル3F

http://www.mediva.co.jp

278名
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株式会社メディヴァのご紹介①（事業概要）

⚫ 株式会社メディヴァは、各種事業（下記①-⑤）を通じて医療業界の「革新」と新しい「価値創造」の実現を目指している

payer

<partner>

健康保険組合
事業主（人事）

行政、企業
ファンド

医療法人社団プラタナス
医療法人社団同善会
医療法人社団寛正会

診療所

病 院

<provider>

③診療所開業、運営支援

②病院コンサル、再生支援、
事業承継・M&A支援

④事業コンサル、
地域包括ケア構築、
行政機関関連調査、
海外事業

⑤健保コンサル、
特定保健指導、
重症化予防、
健康経営・産業保健コンサル

①医療・介護サービス

亀田総合病院

東急不動産

ミッション：患者視点の医療改革

<partner>
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株式会社メディヴァのご紹介②（医療・介護サービス等）

⚫ 予防（健診・指導）、治療（外来、病院）、療養・リハビリ（看護（訪問看護、看護小規模多機能）、介護（自立支援
型デイ）、終末期（在宅医療、ホスピス））を運営

⚫ 運営支援等、深く関与する医療法人は４法人
（３病院：ケアミックス、回復期リハ、精神科 ＋１２クリニック：健診、在宅、外来）

⚫ 海外（ベトナムのクリニック、中国のデイサービスFC)も展開

予防 治療 療養・リハビリ

家庭医外来保健指導・重症化予防 在宅医療・訪問看護

ホスピス病棟看護小規模多機能病院

デイサービス日本の医療の海外展開

人間ドック
健康診断
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地域を支える中小病院、「コミュニティホスピタル」を全国に拡げていきます

病院から、地域と医療の未来を創る。

コミュニティホスピタル構想

「コミュニティホスピタル」とは、総合診療を軸に超急性期以外のすべての医

療とケアをワンストップで提供する病院です。

日本にある8,200の病院のうち、5,800が200床未満の中小病院で、その多くが

人材不足と赤字に悩んでいると言われています。中小病院を総合診療を軸と

したコミュニティホスピタルに転換していく事で、地域と日本の医療の未来を創

造していきます。

6
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コミュニティホスピタル事業運営体制

7

コミュニティホスピタルを運営するための人的・教育的支援をCCH協会、病院マネジメント支援をシーズ・ワンが
行っていきます。

モデル病院（現時点）
・医療法人社団同善会（東京都台東区）
・水海道さくら病院（茨城県常総市）

コミュニティホスピタルの普及、医師の採用
総合診療教育プログラムの提供・運営

一般社団法人
コミュニティ＆コミュニティホスピタル協会

病院の経営・運営支援、経営インフラ提供

株式会社シーズ・ワン

ヘルスケアコンサルティング
ヘルスケア各種事業運営、政策提言

株式会社メディヴァ

コミュニティホスピタル構想
総合診療プログラムの支援
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1. 令和8年度診療報酬改定の概略

2. 診療報酬改定に至る道筋

3. 令和8年度診療報酬改定のポイント

①全体項目

②個別項目（外来、在宅、オンライン診療）

4. 診療報酬改定を踏まえたクリニック（外来、在宅）の戦略方針

5. まとめ

本日の講義内容
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2026年度診療報酬改定のポイント

• 賃上げ、物価高対策で全体的に基本報酬は底上げするが、基準は厳格化

• DXとICT活用で、人員配置（看護、医師事務補助）が緩和

• DPC病院は救急車と手術（全麻）件数の確保が重点機能に

• 一般急性期病院の重症度は厳格化。救急車の受入次第で差が大きく

• 地域包括医療病棟、地域包括ケア病床は高齢者救急（含む救急外来、下り搬
送）受入がより強く求められ、早期からのリハビリ・栄養対応が必須に

• 回復期リハビリテーション病棟は、アウトカム指標が厳格化

• 療養病床は微調整

• 在宅医療は、より重症患者対応を重視

• 外来は微調整

• 精神科は、早期退院、地域移行を強化

• 制度ハック的なビジネスモデルの締め付け強化
（軽症患者の頻回訪問、施設型ホスピスの訪問看護）

人員配置などの構造
評価からアウトカム

評価の時代へ
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診療報酬改定率

１．診療報酬 ＋3.09％ （Ｒ８年度及びＲ９年度の平均。Ｒ８年度＋2.41％、Ｒ９年度＋3.77％）＜Ｒ８年６月施行＞

※１ うち、賃上げ分 ＋1.70％ （２年度平均。Ｒ８年度＋1.23％、Ｒ９年度＋2.18％） 
• 医療現場での生産性向上の取組と併せ、Ｒ８・Ｒ９にそれぞれ3.2％（看護補助者、事務職員は5.7％）のベアを実現するための措置 

• 0.28％分は、医療機関等における賃上げ余力の回復・確保を図りつつ幅広い職種での賃上げをするための特例的な対応

※２ うち、物価対応分 ＋0.76％ （２年度平均。Ｒ８年度＋0.55％、Ｒ９年度＋0.97％）
• Ｒ８以降の物価上昇への対応として＋0.62％（Ｒ８年度＋0.41％、Ｒ９年度＋0.82％）を充て、施設類型ごとの費用関係データ等に基づき配分。

 （病院＋0.49％、医科診療所＋0.10％、歯科診療所＋0.02％、保険薬局＋0.01％） 

• 0.14％分は、高度医療機能を担う病院（大学病院を含む）が物価高の影響を受けやすいこと等を踏まえた特例的な対応 

※３ うち、食費・光熱水費分 ＋0.09％ （入院時の食費基準額の引上げ（40円/食）、光熱水費基準額の引上げ（60円/日））
• 患者負担の引上げ：食費は原則40円/食（低所得者は所得区分等に応じて20～30円/食）、光熱水費は原則60円（指定難病患者等は据え置き）

※４ うち、Ｒ６改定以降の経営環境の悪化を踏まえた緊急対応分 ＋0.44％
• 配分に当たっては、Ｒ７補正予算の効果を減じることのないよう、施設類型ごとのメリハリを維持

（病院＋0.40％、医科診療所＋0.02％、歯科診療所＋0.01％、保険薬局＋0.01％） 

※５ うち、後発医薬品への置換えの進展を踏まえた処方や調剤に係る評価の適正化、実態を踏まえた在宅医療・訪問看護関係の評価の適正化、
 長期処方・リフィル処方の取組強化等による効率化 ▲0.15％

※６ うち、※１～５以外の分 ＋0.25％ 各科改定率：医科＋0.28％、歯科＋0.31％、調剤＋0.08％

２．薬価等 ▲0.87% （薬価：▲0.86％＜Ｒ８年４月施行＞、材料価格：▲0.01％＜Ｒ８年６月施行＞）

３．診療報酬制度関連事項
①Ｒ９年度における更なる調整及びＲ１０年度以降の経済・物価動向等への対応の検討 ②賃上げの実効性確保のための対応

③医師偏在対策のための対応 ④更なる経営情報の見える化のための対応

４．薬価制度関連事項
①Ｒ８年薬価制度改革及びＲ９年度の薬価改定の実施 ②費用対効果評価制度の更なる活用

出所：厚生労働省 中央社会保険医療協議会 総会（第639回）
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診療報酬改定率の推移

1.50%
1.90%

-1.30%

0.00%

-1.36%

0.38%

1.55% 1.38%

0.73%
0.49% 0.55% 0.55% 0.43%

0.88%

3.09%

-2.80%

-1.70%
-1.40%

-1.00%

-1.80%

-1.20% -1.36% -1.38%

-0.63%

-1.33%
-1.74%

-1.01%
-1.37%

-1.00% -0.87%-1.30%

0.20%

-2.70%

-1.00%

-3.16%

-0.82%

0.19% 0.00% 0.10%

-0.84%
-1.19%

-0.46%

-0.94%

-0.12%

2.22%

-4.00%

-3.00%

-2.00%

-1.00%

0.00%

1.00%

2.00%

3.00%

4.00%

1998年 2000年 2002年 2004年 2006年 2008年 2010年 2012年 2014年 2016年 2018年 2020年 2022年 2024年 2026年

本体部分 その他（薬価等） 改定率



Copyright Mediva Inc. All Rights Reserved. 12

Ｒ８年度改定の基本方針の概要

出所：厚生労働省 中央社会保険医療協議会 総会（第635回）
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